
セダキサンに係る食品健康影響評価に関する審議結果（案） 
についての意見・情報の募集結果について（案） 

 
１．実施期間 平成２６年１０月１日～平成２６年１０月３０日 
 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 
 
３．提出状況 ３通 
 
 
４．コメントの概要及びそれに対する農薬専門調査会の回答 
 

意見・情報の概要※ 専門調査会の回答 

【意見１】 

１．ADI 値の設定か妥当です。以下の意

見を述べさせていただきます。 

 

２．当親化合物は比較的広範囲にいろい

ろの臓器に重篤な毒性を誘発する性質が

あるようです。しかし、当物質は自然界

では分解されやすい物質なので、親化合

物が農作物あるいは畜産食品物に長期残

留し、ヒト曝露することはないと理解で

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．従いまして、諸毒性の記載は本文に

まとめられているのですから、冒頭要約

ならびに最後の文章でのクドイ比較的高

濃度での毒性情報要約記載は不要と思い

ます。つまり要約での不要な文章は削除

し、２に述べたような記載が妥当なので

はないでしょうか 

【回答１】 

１．について  

 御意見ありがとうございました。 

 

２．及び４．について 

セダキサンは、作物残留試験におい

て僅かではありますが残留が認められ

ており、本剤がヒトへ暴露する可能性

はないとは言い切れませんが、食品安

全委員会農薬専門調査会では、今回設

定した ADI 及び ARfD に基づき適切なリ

スク管理が実施されれば、本剤の食品

を介した安全性は担保されると考えま

す。 

なお、いただいた御意見はリスク管

理にも関係するものと考えられること

から、リスク管理機関である厚生労働

省及び農林水産省に伝えます。 

 

３．について 

 農薬評価書は、要約や食品健康影響

評価のみを御覧頂いても、評価の概要

を御理解いただけるように作成してお

ります。 

 

 

資料７－１ 
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４．ただし、野菜などの摂取にあたり、

うすい洗剤でよく洗浄した後、食するよ

う指導するのが妥当でしょう。 

同趣旨他１件 

 

【意見２】 

表 47 に記載されている体重増加抑制、摂

餌量減少、食餌効率減少は本当に単回投

与により起こりうる急性影響なのでしょ

うか。反復経口の結果とは考えられませ

んか。特に雄のイヌで投与後 8～15 日に

見られた摂餌量減少。もし急性影響であ

るなら投与 0 日後からみられるのでは？

また、体重増加抑制を急性影響としてい

ないのであれば、摂餌量が減少したとし

ても急性毒性とする必要はないのでは？ 

一方、イヌの 13 週試験において、雌につ

いて慢性評価では 150mg/kg での摂餌量、

体重増加抑制を毒性影響としているが、

急性評価では 400mg/kg のみ影響として

いる。150mg/kg を急性影響としなかった

理由を教えてください。 

 

この剤の評価では、反復経口投与試験に

おける体重増加抑制、摂餌量減少、食餌

効率減少が投与 1 週から見られており急

性のエンドポイントとして採用されてい

るが、他の剤ではこれらの所見が例え投

与 1 週から見られていても、急性影響と

みなされていない場合もある。これらの

所見に関して、単回投与の影響か反復投

与の影響かは専門家としてケースバイケ

ースでご判断されているのかもしれませ

んが、明確な判断基準を作るか、ケース

バイケースの判断であるならば、判断根

拠を明示しないと、剤ごとの評価にバラ

ツキを感じでしまい不公平感が否めな

い。剤ごとの評価のバラツキ感をなくす

には、部会間での評価基準統一や幹事会

での調整が必要と思われる。 

 

 

 

 

 

 

【回答２】 

急性参照用量（ARfD）設定の根拠と

すべきエンドポイントについては、評

価対象農薬の毒性プロファイルを個々

に検討し、単回経口投与等により惹起

されると考えられる毒性影響を選定す

ることとされています。 

御指摘の反復投与試験における体重

増加抑制、摂餌量減少等は、摂食忌避

による影響ではないことが明確であれ

ば、ARfDのエンドポイントに選定する

ことができると考えられており、この

ことは、「農薬の急性参照用量設定に

おける基本的考え方」（平成26年2月14

日農薬専門調査会決定）の4.(8)④に記

載しています。 

本剤のARfD設定に当たっては、農薬

専門調査会は毒性プロファイル、所見

の発現時期等を検討し、体重増加抑制

等も単回投与により惹起される可能性

のある影響であると判断しました。 

なお、御指摘いただいたイヌを用い

た13週間亜急性毒性試験の400 mg/kg 

体重/日投与群雄における体重増加抑

制及び摂餌量減少については、それぞ

れ投与後1～8日及び1～15日、150 mg/kg 

体重/日以上投与群雌における体重増

加抑制及び摂餌量減少については、い

ずれも投与後1～8日に認められてお

り、これらは単回経口投与等により生

ずる可能性があると判断されておりま

した。このため、評価書表47の当該試

験における無毒性量及び急性参照用量

設定に関連するエンドポイントの記載

を修正しました。 
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 農薬専門調査会幹事会は、「農薬専門

調査会幹事会及び評価部会の運営等に

ついて」（平成24年7月24日農薬専門調

査会決定）の1.(2) 2)において、各評

価部会における調査審議結果について

報告を受け、評価部会の結論を最大限

尊重しつつ内容を確認することとされ

ており、各評価部会で審議された剤に

ついては、全て農薬専門調査会幹事会

で確認されております。 

※頂いた意見・情報をそのまま掲載しています。 
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